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熊本県宇城市立小川小学校 

『ともに伸び合い、笑顔があふれる児童の育成』 
～人権が尊重される教育活動を通して～ 

研 究 主 題 

〈学校スローガン〉 
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 学校教育目標 
 

自ら学び、高め合い、笑顔あふれる小川っ子の育成 

小川小学校人権教育の目標 

○自分の人権を守り、他者の人権を守る言動がとれる児童の育成 
○人権に関する知識理解と人権感覚を高める児童の育成 

 

【研究主題】 

ともに伸び合い、笑顔があふれる児童の育成 
～人権が尊重される教育活動を通して～ 

仮説 1 「人権が尊重される授業づくりの視点」を教科等の授業に位置付け、「みんなで分かる、みん

なができる」授業づくりを行えば、互いのよさを認め合い、自尊感情が高まる児童が育つであろ

う。【授業づくり】 

仮説 2 人権を大切にした学校行事や児童会活動、地域との連携等の充実を図れば、自信を持って

活動でき、自尊感情が高まる児童が育つであろう。【行事等の充実】 

仮説 1 授業づくりの視点 仮説 2 行事等の充実の視点 

（1）「人権教育を通じて育てたい資質・能力」と各教

科等との関連整理 

（2）授業の基盤づくり 

（3）「人権が尊重される授業づくりの視点」を位置付

けた小川小スタイルの授業 

（4）対話を取り入れた協働学習の充実 

（1）「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位

置付けた行事の計画と実施 

（2）児童会活動の充実 

（3）校内環境の整備 

（4）地域等との連携 

児童の実態 ・ 保護者の願い ・ 教師の願い 

 学 級 経 営 五 者 連 携 家 庭 教 育 

自尊感情とは、自分の思いを伝えたいという気持ち、周りから認められる 

ことで自分の長所や成長を知り、自分は大切な存在だと感じる心です。 

 

「笑顔」とは、「できた」「言えた」「周りが笑顔になった」「認めてもらった」という喜び
を感じている状態。 



 

研究推進委員会 
 

校長、教頭、教務主任 

研究主任、学年部代表 

授業研究部会 

学習環境整備部会 

・「人権教育を通じて育てたい資質・能力」と各教科等との関連整理 

・「人権が尊重される授業づくりの視点」の見直し ・年間計画作成 

・人権を大切にした行事  ・児童会活動の充実 

・校内環境の整備     ・人権意識アンケート集計 

【仮説１】に関する内容 

【仮説２】に関する内容 

人権教育を通じて育てたい資質・能力 

自分の人権を守り、 

他者の人権を守るための実践行動 

自分の人権を守り、他者の人権を守ろうとする 

意識・意欲・態度 

人権に関する知的理解 人権感覚 関連 

【知識的側面】 
ア 自由、責任、正義、平等、 

尊厳、権利、義務、相互依 

存性、連帯性等の概念への 

理解 

イ 人権の発展・人権侵害等に 
関する歴史や現状に関する 

知識 

ウ 憲法や関係する国内法及び 

「世界人権宣言」その他の 

人権関連の主要な条約や法 

令等に関する知識 

エ 自尊感情・自己開示・偏見 

など、人権課題の解決に必 

要な概念に関する知識 

オ 人権を支援し、擁護するた 

めに活動している国内外の 

機関等についての知識 等 

【価値的・態度的側面】 
カ 人間の尊厳、自己価値及び他 

者の価値を感知する感覚 

キ 自己についての肯定的態度 

ク 自他の価値を尊重しようとす 
る意欲や態度 

ケ 多様性に対する開かれた心と 
  肯定的評価 

コ 正義、自由、平等などの実現 
という理想に向かって活動し 

ようとする意欲や態度 

サ 人権侵害を受けている人々を 
  支援しようとする意欲や態度 

シ 人権の観点から自己自身の行 
為に責任を負う意志や態度 

ス 社会の発達に主体的に関与し 
ようとする意欲や態度 等 

【技能的側面】 
セ  

ソ  

タ  

チ  

ツ  

テ

 

ト  

 関  連 

全ての関係者の人権が尊重されている教育の場としての学校・学級 

〈○は本校が重視する資質・能力〉 

研究組織図 



 

 

 
１ 人権教育年間指導計画 
   各教科や行事、諸活動等に「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位置付けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 人権が尊重される授業づくりの視点 
   視点１【自己存在感】、視点２【共感的人間関係】、視点３【自己選択・決定】の項目

ごとに「具体的活動・留意点」を整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学習構想案 
   学習構想案に、「人権が尊重される授業づくりの視点」を明記した。 

「人権教育を通じて育てたい資質・能力」を位置付けた授業づくり 

【視点１】 

自己存在感 

【視点２】 

共感的人間関係 

【視点３】 

自己選択・決定 



 
成
果 

  ４ 授業実践 

 
 
   
 

 第３学年 算数科 考える力をのばそう 

本
時
の
学
習 

協働学習の場面で、自分の考えや分かったことを相
手に伝える機会を設け、図や式を使って表現すること
や復唱して相手の意見を大切にする活動を行った。    
「伝えることができた」という達成感や「聞いてく

れた」という安心感が表れた振り返りがあった。 

一緒に考えを出し合ったので、自分
も説明できたし、ちがう解き方もわ
かったよ。話合いをしてよかった。 

(1)目標 
線分図を用いて２つの量の重なりに着目して、全体の量
の求め方を正しく図や式に表して考えることができる。 
(2)本時における人権教育を通じて育てたい資質・能力 
能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニ
ケーション技能【技能的側面タ】 

 
 
   

 

 第２学年 特別の教科 道徳 お月さまとコロ 

本
時
の
学
習 

「心情円盤」を使用することで、考えを伝えること
が苦手な児童も自分の考えを表現しやすくしたり、理
由を言いやすくしたりした。 
葛藤場面で、様々な立場に立って考えることを通し

て、互いの気持ちを理解しようとする意見があった。
た。 

(1)ねらい 
自分に素直になることが晴れ晴れした気持ちになること
に気付き、のびのびと生活しようとする態度を育てる。 
(2)本時における人権教育を通じて育てたい資質・能力 
能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニ
ケーション技能【技能的側面タ】 

コロは、友達に悪いことをしてし
まったから謝りたいけれど、違う
言葉がでてきてなかなか謝れない
気持ちだと思います。 

写真は準備します 

 
 
   

 

 第６学年 学級活動 なりたい自分になる ～6 年生になって～ 

本
時
の
学
習 

「今の自分」のよさや可能性を見いだし、６年生と
しての「なりたい自分」を見定め、「今の自分」が取
り組んでいくことを意思決定する機会を設定した。 
今年度、さらに将来に向けての希望や目標を持つと

ともに今までの自分の頑張りを認める発言があった。 

(1)目標 
これからの学級や学校生活に希望や目標をもち、自分な
りのめあてをもって学校生活を送ることができる。 
(2)本時における人権教育を通じて育てたい資質・能力 
自己についての肯定的態度【価値的・態度的側面キ】 

 
 
   

 

 第１学年 国語科 おおきなかぶ 

本
時
の
学
習 

本時までに、自分の担当する場面の音読の工夫や担当す
る登場人物のセリフの書き足しを行っている。 
互いの音読の工夫や書き足したセリフを動作化しながら

聞き合うことで、よいところを褒め合ったり、友達のよい
ところを自分の表現に生かしたりする姿が見られた。 

みんなで協力して、ナレーターや
登場人物のセリフを考えることが
できたので楽しかった。（単元末の
振り返りより） 

(1)目標 
場面の様子や登場人物の行動について想像したことを
音読に生かしながら、練習することができる。 
(2)本時における人権教育を通じて育てたい資質・能力 
能動的な傾聴、適切な自己表現等を可能とするコミュニ
ケーション技能【技能的側面タ】 

５年生までの委員会活動の経験を
生かして、もっとリーダーシップ
を発揮していきたいな。 

成
果 

成
果 

成
果 



 
人権を大切にした学校行事等の充実 

 

 

知識的側面ア 

価値的・態度的側面キ 

６月に企画委員会主催の全校集会で、｢小川小４つのなかよし宣言｣を確認し

た。「心のアンケート」の結果を基に、友達との関わりや学校での自分自身の気

持ちについて振り返った。みんなが大切な仲間だということを学ぶ場とした。 

児童自身が望む呼ばれ方を掲示す

ることで、周囲に自分の思いを発信

する場や友達づくりの場とした。 

各学年で重点目標（低学年：感性と言葉をみがく、中学年：いじめや差別を解決する態度を培う、高学年：人権問

題に目を向け、差別をなくす）を設定し、系統的な学習により、個別的な人権課題に対する知識理解を深め、実践化

につなげるようにした。７月の授業参観では、保護者への啓発の場として、外部講師を呼び人権教育講演会を行った。 

 自分たちで考え行動する機会や協

力して活動する体験ができた。自分の

役割を果たすことが、友達のためにな

ることを学ぶ機会となった。 

入学直後から、６年生が１年生の道具の片づけの仕方を伝えたり、朝のウォ

ーキング活動で一緒に体慣らしをしたりしている。１年生にとって居心地のよ

い学級になるようにという思いから、６年生が１年生に関わりを持つことで、

６年生は自分のよさや価値を知ることにつながった。 

なかよし宣言 校内掲示 

人権学習 

集団宿泊教室 朝の活動 



 

 
人権を大切にした学校行事等の充実 

価値的・態度的側面ク 

技能的側面タ 

 上学年が下学年に、構え方や体の動かし方

等を教えることを通して、その子に合った教

え方があることを学ぶ機会となった。 

各委員会が提案した議事について、質疑を行い全校に広げた。みん

なでできるものを考えることを通し、異学年理解につながった。「ほ

めほめ大作戦」では、友達そして自分のよさを見つめ直した。 

「学校をよりよいものにするために、各委員会の役割・目標・活動内容について、それぞれのクラス

から出た意見に答え、児童全体で学校のことを考えていこう」という場として実施した。自分とは異な

る意見にも耳を傾け、考え、答えることが、人を大切にすることにつながることを学んだ。 

 企画委員会を中心にあいさつ運動

を実施している。相手の心を開き、互

いを元気にすることを実感する場と

なっている。給食の時間には、上手に

挨拶ができた児童の名前が呼ばれ、自

信を持つ機会となっている。 

近隣の山まで、６年生と１年生がペ

アとなり、歩いた。６年生は、１年生

に安心感を持たせるように、話を笑顔

で聞き、うなずき、簡単な言葉で話し

かける等、コミュニケーションの方法

を工夫することを学んだ。 

ふれあい活動の「自己紹介ゲーム」

を通して、日頃関わり合いの少ない異

学年の児童や先生たちと交流を深め

た。相手を理解する態度を養うととも

に、関わり合うことの楽しさを体感す

ることができた。 

運動会 代表委員会 

児童総会 

あいさつ運動 歓迎遠足 心のきずなを深める集会 



 

 

☆「人権教育アンケート（４年生～６年生）」の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆児童の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の成果と課題 
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５月

９月

みんな一人一人によいところがある。

79.5 

83.3 

19.2 

16.7 
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５月

９月

みんな一人一人が、家族や友達にとっ

て大切な存在だ。

34.2 

28.2 

37.0 

38.5 
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５月

９月

自分には自信があること、自まんできる

もの（こと）がある。

13.7 

16.7 
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５月

９月

自分はだれかの役に立っている。
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60.3 
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５月

９月

授業中、自分の考えと友達の考えの似て

いる点や違う点を考えながら聞いている。

19.2 
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41.0 
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５月

９月

自分の思っていることや感じていること

を伝えている。

３年生：自分のいいところは「友達

にやさしく、わかりやすく教えてあ

げること」らしい。「ほめほめ大作

戦」で教えてくれてうれしかった。 

６年生：自分の気持ちを伝えられるよ

うになった。様々な場面で自分の気持

ちを伝えることがあった。勇気を出し

て、自分の気持ちが楽になり、伝えて

よかったと思った。 

 

これまでの取組で周囲の人のよさを感じる心、自分を含めた全員が大切な存在であると認識する心

を十分に備えてきている。日常生活を見ても、友達の発言や行動に拍手や賞賛を送ったり困っている

子に話しかけたりと、素直に友達のすばらしさを喜ぶ姿、周りにいる人を大切にする言動が増えてき

ている。また、職員も積極的に児童に話しかけ、職員間で話題に上がったことを基にほめたり、会話

したりするようになってきた。 

「一人一人にはよいところがある」と実感しているにもかかわらず、「自分に自信がある、自慢で

きることがある（自己有能感）」が伸びていない。また、自分の思いを表現することに苦手意識を持

っている児童もおり、コミュニケーション技能にも課題が見られる。今後も研究の継続を図り、資

質・能力が高まった具体的な児童像をイメージし、『ともに伸び合い、笑顔があふれる児童の育成』

を目指した実践を積んでいきたい。 

子供たちの輝く笑顔を求めて 
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